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ＯＲＩＨＩＣＡ東京ドームシティ ラクーア店
時代の変化に先駆け、心地よく過ごせるショップとして

リニューアルオープン！
～ 曲面や円が織りなす空間と洗練されたBGMがレトロフューチャーに誘う ～

株式会社ＡＯＫＩ（代表取締役社長：森裕隆）が展開する『ＯＲＩＨＩＣＡ』は、2024年10月26日(土)に 「ＯＲＩＨＩＣＡ

東京ドームシティ ラクーア店」を、「レトロフューチャー」をコンセプトとした新しい店舗へとリニューアルいたします。

今回のリニューアルを通じて、スーツショップのイメージから脱却し、メンズ＆レディースのビジカジショップとしての

新しいイメージと地位の獲得を図ります。

オ リ ヒ カ

■新デザイン第1号店として全面改装を実施

創業21年目を迎えたＯＲＩＨＩＣＡでは、出店拡大に向けたブランディング強化とお客様ニーズの変化への対応と

して、主要店舗のリニューアルを計画しています。この度、主要店舗の1つである「ＯＲＩＨＩＣＡ東京ドームシティ

ラクーア店」を新内装の第1号店として全面改装。2024年10月26日（土）にリニューアルオープンいたします。

本店舗の新内装は、株式会社インサイドアウトの久保寛人氏監修のもと、従来のショップコンセプトである「LOFT 

OF LONDON」に、「レトロフューチャー」のエッセンスを加えたデザインにいたしました。店頭ゲートや壁面什器には

曲線デザインと、“オリヒカブルー”を基調とした新しいカラースキームを採用。スーツショップの直線的で堅いイメ

ージを払拭し、お客様が入店しやすい空間を演出いたしました。

また、360度に音が広がるキューブ型スピーカーから流れる心地よい音楽に包まれながら、レコードを選ぶよ

うにシャツを選ぶ楽しさを体感いただけます。

ＯＲＩＨＩＣＡは今後も、お客様がわざわざ足を運んでいただき、心地よく過ごしていただけるショップ空間へと内

装のリニューアルを継続してまいります。

インサイドアウト 久保 寛人

インテリアデザインを軸に、建築・家具・グラフィック・アート等、デザイン領域

の”越境”を意識して設計活動を行なっている。2012年に株式会社インサイド

アウト（Insideout ltd.）を設立。

日本空間デザイン賞 2024 金賞、FRAME AWARD 2024 奨励賞等受賞。

2015年 ＯＲＩＨＩＣＡなんばパークスT-terrace店、2021年 ＯＲＩＨＩＣＡ HALF 

MARKETの設計も担当している。



ＯＲＩＨＩＣＡ 東京ドームシティ ラクーア店 概要

■報道関係からのお問い合わせ

株式会社ＡＯＫＩ（ORIHICA） 広報担当：比本・石津・瀬谷・鳥越
〒224-8688 神奈川県横浜市都筑区葛が谷6-56 TEL：045-941-3588 Mail：aokipr@aoki-style.com

【店舗情報】

店舗名：

住所：

電話番号：

店舗面積：

営業時間：

ＯＲＩＨＩＣＡ東京ドームシティ ラクーア店

東京都文京区春日 1-1-1 

ラクーアビル 4F

03-5803-7488

約80坪

11:00～21:00

①店頭ゲートや什器には曲線デザインを採用

スーツショップにありがちな直線的で堅いイメージを払拭

するため、曲線デザインを採用。性別・年代に関わらず幅

広いお客様にご来店いただきやすい空間を演出しました。

②ＯＲＩＨＩＣＡを象徴する“ＯＲＩＨＩＣＡ３ＤＯＴＳ”

「独創的で」「ハイクオリティ」な商品を「異なる切り口（スタ

イリング）」で提案していくという、ＯＲＩＨＩＣＡのブランドに込

めた想いを店内中央の3つのドットで表現しています。

③レコードを選ぶようにシャツを選べる

豊富な在庫から気軽に、簡単に選びやすいようにシャツを

縦置きで陳列。レコードを選ぶ感覚でシャツをお選びいた

だけるよう工夫しました。

④レストスペースを設置

ボールチェアやミッドセンチュリー家具を配置したレストス

ペースも新設。Z世代には新しく、団塊世代にはなつかしく

居心地のよい空間を整えました。

⑤ビジカジスタイルをご紹介するテーブルを設置

ビジネスウェアのカジュアル化によりコーディネートに悩む

お客様に、ＯＲＩＨＩＣＡの強みである「簡単・便利・経済的な

着まわしスタイル」をご提案するべく、コーディネートテーブ

ルを設置。スーツを着ない「ビジカジスタイル」をトータルで

ご紹介いたします。

団塊世代には懐かしく、Z世代には新しく感じるテーマ「レトロフューチャー」を表現するべく、大胆な曲面や円を

店内に展開し、均質化された什器や店舗内に「遊び」と「リズム」をプラス。店舗の奥へと誘う「奥行き感」と、“オリ

ヒカブルー”に加えて同色系のグラデーション色を取り入れた「新しいカラースキーム」で、ブランドイメージの刷新と

差別化を図ってまいります。
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